
費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 豊別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９３４，５００千円

年 効 用 ② ７６，８２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ７，９３３千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４９５，５５０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２７，１０２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ４６，１１１ 草地及び農道の整備による労
果 走行経費節減効果 働時間の短縮や機械経費の節

減
対象作物：牧草

維持管理費節減 維持管理費節減効果 １，７２４ 農道の整備に伴う維持管理費
効果 の節減

生産基盤保全効 更 新 効 果 １，２６５ 農道の更新による農業生産の
果 維持

品質向上効果 防 塵 効 果 ６２６ 農道の舗装により、砂塵の発
生を軽減することによって生
産物の品質が向上する効果
対象作物：牧草

計 ７６，８２８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 摩周湖

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ９５５，５５０千円

年 効 用 ② ６１，１３５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０４８７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２５５，３３９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２５，６８６ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ３５，４４９ 草地の整備による労働時間の
果 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ６１，１３５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 白糠

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７２４，５００千円

年 効 用 ② ４３，９０６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ８５９，２１７千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １５，４８８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ２８，４１８ 草地等の整備による労働時間
果 の短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ４３，９０６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 計根別北

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８１９，０００千円

年 効 用 ② ６７，０８１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５１６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，３００，０１９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．５９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２５，３８２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ４１，６９９ 草地の整備による労働時間の
果 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ６７，０８１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 根室西

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８１９，０００千円

年 効 用 ② ４７，６５１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ４４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０５０３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９４７，３３６千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １６，１０６ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ３１，５４５ 草地の整備による労働時間の
果 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ４７，６５１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 木地挽

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２８５，６００千円

年 効 用 ② ３０，８７８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６７３
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４５８，８１１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．６１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２３，７１２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ７，１６６ 草地の整備による労働時間の
果 維持管理費節減効果 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ３０，８７８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 芽室

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ３６７，５００千円

年 効 用 ② ３３，１９８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６７７
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ４９０，３６９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２０，５６３ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 １２，６３５ 草地の整備による労働時間の
果 短縮や機械経費の節減

対象作物：牧草

計 ３３，１９８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 上幌呂

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２４９，５００千円

年 効 用 ② ７９，０２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２８年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６２０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，２７４，６４５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．０２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １９，３２１ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

農業経営向上効 営農経費節減効果 ５３，４６９ 草地及び農道の整備による労
果 走行経費節減効果 働時間の短縮や機械経費の節

減
対象作物：牧草

維持管理費節減 維持管理費節減効果 １，７５４ 農道の整備に伴う維持管理費
効果 の節減

生産基盤保全効 更 新 効 果 ３，９２４ 農道の更新による農業生産の
果 維持

品質向上効果 防 塵 効 果 ５６０ 農道の舗装により、砂塵の発
生を軽減することによって生
産物の品質が向上する効果
対象作物：牧草

計 ７９，０２８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 ふらの

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７１５，０００千円

年 効 用 ② ８７，４３８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １９年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８６１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，０１５，５４０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．４２

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ８７，４３８ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ８７，４３８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 美瑛

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，１８４，０００千円

年 効 用 ② １０２，１５６千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２１年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７１２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４３４，７７５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２１

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 １０２，１５６ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 １０２，１５６



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 興部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １,８５４，０００千円

年 効 用 ② １６９，４８１千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２６年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０７９０
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２,１４５,３２９千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１６

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 １６９，４８１ 草地の整備等による牧草収量
の増加（公共牧 の増加に伴う飼養頭数増及び
場以外） 生産乳量(肉生産量)の増加

対象家畜：牛

計 １６９，４８１



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 忠類

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ８４８，０００千円

年 効 用 ② ９０，６７５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０８９９
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，００８，６２１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ９０，６７５ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ９０，６７５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 茶内

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ７３０，０００千円

年 効 用 ② ６５，６０８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２２．０年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６９２
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ９４８，０９２千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３０

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２０，９２２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

畜産環境の保全 畜産環境整備効果 ４４，６８６ 家畜排せつ物処理施設等の整
・向上 備による畜産環境の改善及び

有機質たい肥等の活用

計 ６５，６０８



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 釧路阿寒

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① ２，８５２，０００千円

年 効 用 ② ３６３，８８２千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １３年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１００１
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ３，６３５，１８５千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．２７

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ３６３，８８２ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ３６３，８８２



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 鶴居東部

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，５４８，０００千円

年 効 用 ② ２１９，０１５千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １２年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．１０６６
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ ２，０５４，５５０千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３３

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜 産 物 生 産 効 果 ２１９，０１５ 草地の整備等による牧草収量
の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び

生産乳量（肉生産量）の増加
対象家畜：牛

計 ２１９，０１５



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 俵橋

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２４０，０００千円

年 効 用 ② １３２，５９８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ １５年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０９００
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，４７３，３１１千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．１９

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 草地の整備等による牧草収量１３２，５９８

の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び
生産乳量(肉生産量)の増加
対象家畜：牛

１３２，５９８計



費用対効果分析に関する説明資料

事業名 草地畜産基盤整備事業 都道府県名 北海道 地区名 中西別

１．費用便益比の算定

区 分 算 定 式 数 値 備 考

総 事 業 費 ① １，２３７，０００千円

年 効 用 ② １０８，３２８千円

廃用する施設の現存価値廃 用 損 失 額 ③ ０千円

当該事業の耐用年数総合耐用年数 ④ ２４年

総合耐用年数に応じた効用から総還元率×（１＋ ⑤ ０．０６５５
便益を算定するための係数建設利息率）

総 便 益 ⑥＝②÷⑤－③ １，６５３，８６３千円

費 用 便 益 比 ⑦＝⑥÷① １．３４

２．年効用の総括

項 目 年効果額（千円） 効果の内容

農作物の生産量 畜産物生産効果 草地の整備等による牧草収量１０８，３２８

の増加 の増加に伴う飼養頭数増及び
生産乳量(肉生産量)の増加
対象家畜：牛

１０８，３２８計


